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　　　　　　　　イ ネ に お け る 小 穂 の 形 態 形 成

且　複小花 畸形小穂 、 複粒稲小穂お よび正常小穂の 軸維管東

松葉 捷也 （名 古屋 大 学農学部 ）

前報
3｝
t． お い て 、複小花 畸形 ・1・穂の 小花 離 管束 （AVB ）は 、 2 本の 難 甑 力・互 い ・・ そ

の 背 部 で ゆ 合 し た 形に な つ て い る こ と を 簡 単tc述 べ て お い た 。 ま た
、 副題 に あげ た 3 種 の 小穂

の 構 造 的な 差異に つ い て 考 察 を 加え て お い た 。本報 で は こ れ らの 小穂 の 軸維 管束 の 大 きさ を 測

定 し 、 前 報 の 諸 考 察を 量 的な側面 か ら検討す る 。

　　　　　　　　　　　　　　材　 料　　と　 技　 法

ジ ベ ． リ ン 処 理
2〕

で畸 形小穂 を誘発 させ た 品種 Vi 、 1・ n ・ nan ・ お よ び 複粒 稲 の 出穂 期 の

穂 を と り 、 前報 と 同様 の 技 法 で 12 μ の 小穂連続 切 片 を 作 り、Delafield ・ sHematoxy
−

lin で 染色 し た 。 な お 前 処理 と し て 、 フ ッ 化 水 素酸処理 に よ り小穂の軟 化を計 つ た
。

測 定 方 法 と 測 定 部 位

測 定 に は 横断切 片を 用 い た 。 測 定部 位は 以 下 の 2 ケ 所 で ある 。

1） 小穂 軸維 管束 （前報 で の BVB ）：．ヒ位護頴 （ e2 ）の 9 ・ p と 外頴 （1 ・ ・ 1 ・ ）の 中

肋 の trace 基 部 と の 閥 （図 1 − 1
、

2 の 下線 の 部位 、 小穂 別 に は 各 々 図 2 、 3 、 4 の 2 に

お い て S で 示 し た 環状 維 管束 。 な お 複粒 稲 の 縦 断 図 は 省略、前報図 4 − 4 参照 ）。

2） 小花軸 維 管 束 （前 報 で の AVB ）：雄芯 〔＝ 花糸 〕（ f ）の trace 基 部 と リ ピ ン （ lo

　or 　 lo2 ）の trace 基 部と の 間 （図 1 − 1
、

2 の 一ヒ線 の 部位 、 小 穂別 lcは 各 々 図 2 、
3

、

　 4の 1 に お い て F で 示 し た ）。

　こ れ らの 2 ケ 所 に お い て 、そ の 背腹軸方 向 （内外頴あ る い は 11 、 12 の 中 肋 を結ぶ 線 上 ）、

こ れ ‘こ 直交す る 左 右軸 方向の 2 方 向 に お い て 、 各 々 の 最 大巾を測 定 し た
。

　使用 し た 対物 ミ ク ロ メ
ータ は O．01mm 単位 の もの で 、 対 物 レ ン ズ は Plan10

、 接眼 レ ン ズ は

× 15 の 倍 率 で ある 。

　なお 、 測 定 部位 を 小穂 軸維 管 朿、小 花軸 維管東 と も 1 ケ 所 ICし た の は 、比 較を 簡 明 に する た

め で あ る 。

一
般 IC小穂軸維管束は 先 端 、 基部を問わ ずほ ぼ 円形の 横断面 を 見 せ る が

、 小花軸維

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日作東海支部研究梗概 65 　（1972 ）
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管 束の 場 合は 必 らず し もそ うで は ない 。 そ の 意 味で 、円形に 近 い 上 記の 部位を 選ん で 、 小穂軸

維 管東に 対応さ せ た
。

　最後 に 比 較方 法で あ る が
、

複小花 畸 形小穂 と 正 常小穂 は
、

Vialone 　 nano の 枝梗上 に 隣接

して 着生 し て い る も の を
一対と して 採集 し 、 その 両者を比較 し た 。 表 1 に お い て は そ の 時 、

正

常小穂 が 上位 tCな る 場合 （A．〜E ）と 、 逆に 下 位 に なる 場合 （F 〜 J ）と が 均 等 1こ な る よ うce

し た 。 表 3 に お い て は こ の 原則 は 幾分 くずれ て い る。

　複粒稲小穂 は
、 穂 上 のす べ て が 複数 の 子房 を有す る の で 、 任意 に 10 小穂 を と り出 し た 。 し

た が つ て 前 2種 の 小穂 と の 直接 の 比較 は で きない 。

　なお 表 1 〜 3 に は接眼 ミ ク ロ メ
ー

タ
ー

の よ み と り数値を示 し て あ る 。

結 果

測 定 値 は 以 下 の 三表 に 示 し た と お りで あ る 。

表 1． 隣接す る正常小穂 、 複小花畸 形小穂 （2 子房 ）の 軸 維 管 束の 大きさ

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　 （単位 ： × 10 μ ）

1
−
：7

− 一

、隣接小 穂 小　穂　軸 維　管　束　 1 小　花　軸 維 　管　束

51
の 対記 号

ヒ
正　　　常 畸　　　形 正 　　　常 畸　　　形

−　　　　　．　　．
a 　 　 　b c 　　 　 d a

！

　　 b ノ

l　 c
’

　 d
’

A 40 　　 37 40 　 　 39 19 　　 20 27 　 　 17

l　　 j3 40 　 　 37 40 　　 36 20 　 　 23 27 　 　 16

il
　 c
石

41 　　 38 40 　　 39 19 　 　 23 30 　 　 18

t ・ 39 　 　 36 41 　 　 38 23 　　 25 32 　 　 20

E

F

G

H

I

41 　 　 36

38 　 　 34

40 　 　 34

40 　　 37

39 　　 36

　 」　　　 42

平 　均　　40 ・0

35

41 　 　 39

43 　　 39

40 　 　 38

43 　 　 40

43

巫

45

41 ．6

1、。 21

　 22 　 　 25

18 　　 22

20 　 　 21

32 　　 19

31 　 　 17

26 　 　 14

32 　　 16

41

38

19

21

20

21

29

34

17

21

638 ．720 ．122 ，130 ．017 ．5

a ， c ， ぎ ， d ：背腹軸方向の 最大巾

b ， d ， b ’ ，d1 ；左右軸万向の 最大 巾

○ 小穂 軸 維 管束 巾

　 の 比

　1．08 ≦些≦1．20
　 　 　 　 b

　　平均 1ユ 1

　1，03≦警≦ 1．18
　 　 　 dM

　　平均 1．07

0 小花軸 維管 東巾

　の 比 　　，

　 0，82 ≦孕≦ LOO
　 　 　

−
b

　　 平均 0．91
　　　　 ア

　 1．5・9≦♀≦ 2．00
　 　 　 　 d

一

　　 平均 1．7・1
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表 2． 複粒稲小穂の軸維 管束の 大きさ

　　　　　　　　　　　 （単位 × 10 μ ）

丑

皿

34 　 　 32

37 　　 30

35 　　 32

18

18

21

20

21

20

v　 l
　　　135

　 　 32 ・92 一
皿 1
皿

37 　 　 32

36 　　 33

23 　　 25

18 　　 20lI

皿 35 　　 32 17 　 　 191

医 32 　 　 31 17 　 　 201

X 35 　 　 30 18 　 　 22
［

平　 均 35 ．1　 31 ．418 ．8　 21 ．0E

0 　小穂軸維管束巾の 比

　 　 　 　 　 　 e
　 　　1．07 ≦

一
≦1．231　 　 　 　 　

Tf

1　　　 平均 Ll2

1・ 小 花轢 鰊 巾の 比

　 　 　 　 　 　 e
’

　 　　 O．82 ≦r ≦；LO5
　 　 　 　 　 　 fT

　 　　　　平均 0．90

e ， e
ノ

：背腹 軸 方向の 最大巾 、　　　　　 f ， f ノ
：左右軸 方 向の 最大 巾

表 3． 隣接す る 正常小穂 、 複小花畸形小穂 （ 1 子房 ）の 軸 維管束 の 大 きさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：× 10 μ ）

隣接小穂

．

小　穂　軸　維　管 束　｝ 小　花　軸 維

の 対記号
ζ 　 　 　 1

正 　 制 畸 形 正

　 　

常 崎

　 　 　 　 　 　 a 　 　　 b

　　K 　1、 。 36

1　 L　　
40
　

36

　 　 M 　　　　41 　　 40

　 c 　 　　 d

42 　 　 38

42 　 　 37

44 　 　 43

1，9
’

、皆匪
［2023 　 22

　 23 　　 25 　　　 32

管　東

　 形

　 d
’

21

・ 91

20

N　　 ； 40 　　 35 41 　　 39 20　　 24 26　 17 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　

0 42 　　 36 46 　　 40 23 　　 24 31181

P 38 　　 36 46 　　 36 17 　 　 18 21 　 　 17

Q 37 　 　 33 44 　 　 40 17 　　 21 31 ＊　 17

R 42 　　 35 44 　　 40 21 　　 22 24 　　 19

S 40 　 　 38 42 　 　 39 21　　 22 22 　　 18

T 40 　　 34 43 　　 39 18 　　 21 24 　　 16

平 　均 40 ．0　 35 ．9143 ・439 ・119 ．9　 22 ．025 ．5　 18．2

a ， c ，
at ，

　c
’
：背 腹 軸万向の 最大 巾、

b ， d ， bi ， d ’

：左右軸方 向の 最大 巾

○ 小穂 軸維 管朿巾

　の 比
　 　 　 　 a
　 l．03 ≦

一
≦ 1．20

　 　 　 　 b

　　　 平均 1．11

　 　 　 　 c

　 1．02 ≦
一
≦ 1．28

　 　 　 　 d

　　　 平均 Lll

O 小 花 軸維 管束巾

　 の比
　　　　 証
　 O．83 ≦丁 ≦ 0．95

　　　平躡．9 ・

　 　 　 　 c
1・° 5≦if≦ 1・82 ＊

　　　 平均 1．39
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考 察

　表 1 か らまず 、 正 常 、 畸形両者 の 小穂軸維管束 は そ の 大 きさ に お い て ほ ぼ 同じ で ある が 、幾

分畸形 の 方が 大 きい と い う こ と が わ か る 。 そ の 度合は 背腹軸方 向tcお け る よりも左右 軸方向で

著し い
。

こ れは 、 12 の 形式 に 対応する 軸 維 管 束 の 肥 厚 に 関係 し て い る と 考え られ る 。 数 値 の

上 で は 、 c ／ d の 平均が a ／ b の それ よ りわ ずか に 小 さ くな る こ とで 示 され て い る が 、 そ の 円

状形態に 顕著な変化を お よ ぼ す程 の もの で は ない とい え る 。 と こ ろ が 小花軸維管束 の 測定値を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　 ノ

比較 して み る と、や は り両者 に 顕著 な差 異 が認 め られ る 。正 常で は a 、 b と も約 200 μ 、 そ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

の 比 は 平均 0，91 で
、 形もい び つ な円状を し て い る が 、 畸形に お い て は 平均 値で c は 300 μ 、

d
’

は 175 μ で
、 その 比 c

！

／ d
’

は 1．71 と正常の そ れの 約 2 倍近 い 数値を 示す 。 こ れ と 、b ’

に

くらべ d 寮 か な り小さ くな つ て い る こ と をあわ せ 考 え る と 、畸 形の 小花軸維 管束 は 2 本構成で

は あ る が 、 個 々 の 小花 軸維 管束は 全 体 に 小型 化 して い るとみ な し うる 。 こ れ は 、 理 論上 12 本

発生 し う る雄芯が 、 実 際に は ほ とん ど 6 〜 8 本し か 形成され な い こ と に 大き く関係 し て い る と

考え られ る 。

　一方． 2 子房 ない し 多子房 を有す る複粒稲小穂の軸維 管束 を 見る と、表 2 の 各数値は 、表1 の

正常小穂 の それ に くらべ て 全 体に 小 さ い が 、 a ／ b に 対応 す る e ／ f、　 a
’

／ b ，
に 対応 す る e

’

／ f ’

に は ほ とん ど差は 認 め られ な い 。 複粒稲の 軸維 管束走向は 、前 報図 2 に示 し た 正常小穂の

それ とまっ た く同 じ で あ る こ とか ら し て 、こ の大 きさの 差は 品種に よ る もの と考え られ る 。

　以上 の こ とか ら、前報で も述 べ た よ うに 、複 粒稲の 2 子 房 と 複小花畸形小 穂 の それ と は 、互 に

異質 の 発生 機構を背後 に ひそ ませ て い る と い え る 。 こ の こ とは、 1 子 房の 複小花騎 形小穂 の 軸維

管束を検討 し て み る と一層 は っ き りす る 。 前報図 5 に 示 し アこよ うに ご こ の 崎 形 は、 1 子房で あ る

点以 外 は 複小花崎 形小穂 の 特徴 をそ な え て い る。表 3 を み る と、表1 に く らべ て c ’
の 数 値 の み

が バ ラつ きが 多く、平均値 も小 さい 。 こ れ は 11 に対応す る単位軸維 管束 （図 3 − 1 で い え ぱ F

の下方半分 ）の 形成が 、 様 々 の 段階
一図 3 − 1の F の よ うに ほ ぼ 完全 な もの か ら、リ ン ピに の み

連絡す る 程 度 の 短小 な もの ま で 一に 停止 し f： もの を含 ん で い る rこめ で あ る。 rLとえば、 ＊ 印 の つ

い アこQ の 場 合 は 、小 花軸維 管束が 、図 3 − 1 の F の よ うな扁 平形 で は な く、 8 字形 を し て い て、

11 に 対 応 す る単 位軸維管束は 12 に対応す るそ れ に く らべ て 著し く小さ か っ k 。 他 の 対 に お い

て は 、その 小花軸 維管來は 大 きさは ちが っ て もすべ て 扁平形 で 2 本 構 成 で あ る こ と は 明瞭で は な

い が 、 K の 場 合は ほ とん ど正常の小花軸維管束 と同 じ 大 き さ で 、 11 に 対応 す る単位 軸維管束は

痕跡的 に 認 め られ る に す ぎな か っ アこ 。

　 こ の よ う に 1 子房 で あ りな が ら、小花 軸維管 束が 、正常小 穂 や 複 粒稲小 穂 の そ れ よ り大 きい こ
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とは 、 12 の存在 と直接関違づ け て の み 矛盾な く説 明され る ので あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）

　 Schweickerdt とMarais 　 は諸種 の 2 小花構 成 の 畸 形小穂を研究 し て い る 。 複小 花畸 形小

穂 を 含 むそ れ らの 形態 説 明 は筆 者 と
一

致 し て お り、螢成 で き るが 、そ の 発生 機構 を、 12 を本来

の 外頴 と し、 11 を 上位護頴 が外 頴形 態 に 成長 し た もの とす る方向に 求め て い る の に は 賛成 で き

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 4｝　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 2〕

な い 。 こ の 種 の 考 え方 は す で に 山崎　が述べ て い る が、そ れ へ の 反 証 は す で に 報告 し て お い アこと

お りで あ る 。

1 ）

2 ）

3 ）

4 ）

　　　　　　　　　　　　 引　　用　 　文　　献

Schweickerdt 　und 釣ぬ rais 　　 l956 ．Botanische 　Jahrb ∬cher

77 ： 1 〜 24 ．

松葉捷
．
也　　1971 　　日作紀　　40 ： 75 〜 87 　．

　　　　　1972 　 日 作 東 海支部 研梗 64 ： 71 〜 76 ．

山崎守正 　 1923 　 遺雑 　2 ； 31 〜 38 ．
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図 三　 3 甦 の 小 確の 全倖鱇比較

　　　 1 二 複小Riee形 小穂　2 ： ［L常小穂 3 ：複粒稲小穂

4
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1

図 3　複小花騎形小穂の 軸維 蟹束

　　　 1 ：小花軸維管 束の 測定部 位

：》
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麟 4　 複粒稲ぷ穂の 軸維管束

　　　 1 ：小花軸維彎束の測定部位
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